
百貨の魔法
                                    村山早紀

君の噓と、やさしい死神               
                                    青谷真未

長く高い壁
                                        浅田次郎

「本能寺の変は」変だ！
                                     明智憲三郎

架空の犬と嘘をつく猫
                                      寺地はるな

ちはやふる 〈３７〉　
末次由紀

たそがれビール　
                                             小川 糸

かがみの孤城　
　　                                  辻村 深月

　

時
代
の
波
に
抗
し
き
れ
ず
、「
閉
店
が
近
い
の
で
は
？
」
と
噂
が

飛
び
交
う
星
野
百
貨
店
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ガ
ー
ル
、
新
人
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
宝
飾
品
売
り
場
の
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
テ
ナ
ン
ト

の
ス
タ
ッ
フ
、
創
業
者
の
一
族
ら
が
、
デ
パ
ー
ト
を
守
ろ
う
と
、

今
日
も
売

り
場
に
立

ち
つ
づ
け

る

―
。
百

貨
店
で
働

く
人
た
ち

と
館
内
に

住
む
と
噂

さ
れ
る
「
白

い

猫
」
が

織
り
な
す
、

魔
法
の
よ

う

な

物

語
！

   

高
校
二
年
の
百
瀬
太
郎
は
同
学
年
の
美
園
玲
と
運
命
的
に
出
会

う
。
美
少
女
な
の
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
ど
こ
か
距
離
を
置
い
て
い
る

ク
ー
ル
な
玲
に
、
な
ぜ
か
百
瀬
は
な
つ
か
れ
る
。
幼
少
期
の
ト
ラ
ウ

マ
で
「
嫌
だ
」
と
言
え
な
い
性
格
も
手
伝
っ
て
、
百
瀬
は
強
引
に
文

化
祭
の
準
備
を
手
伝
わ
さ
れ
る
羽
目
に
。「
あ
る
作
戦
」
を
実
行
す

る
た
め
奔
走

す
る
う
ち
、

二
人
の
気
持

ち
は
近
づ
い

て
い
く
。
逃

れ
ら
れ
な
い

過
酷
な
出
来

事
が
二
人
を

襲
う
。
温
か

な
涙
が
溢
れ

る
、
究
極
の

恋
愛
小
説
。

　

１
９
３
８
年
秋
。
流
行
探
偵
作
家
の
小
柳
逸
馬
は
、
従
軍
作
家
と

し
て
北
京
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
突
然
の
要
請
で
前
線
へ
向

か
う
こ
と
と
な
る
。
検
閲
班
長
の
川
津
中
尉
と
共
に
、
辿
り
着
い
た

先
は
、
万
里
の
長
城
、
張
飛
嶺
。
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
、
第
一

分
隊
１
０
名
が
全
員
死
亡
と
い
う
大
事
件
だ
っ
た
。
な
ぜ
、
戦
場
に

探
偵
作
家
が
呼
ば
れ
た
の
か
。
分
隊
内
で
の
軋
轢
、
保
身
の
た
め
の

嘘
、
軍
な
ら
で

は
の
論
理―

。

従
軍
作
家
の
目

を
通
し
、
日
中

戦
争
の
真
実
と

闇
が
、
い
ま
、

解
き
明
か
さ
れ

る
。「
戦
争
の
大

義
」「
軍
人
に

と
っ
て
の
戦
争
」

と
は
何
か
を
真

摯
に
捉
え
、
胸

に
迫
る
人
間
ド

ラ
マ

　
「
秀
吉
が
ね
つ
造
し
、
軍
記
物
に
汚
染
さ
れ
た
戦
国
史
を
、
今
一

度
洗
濯
い
た
し
申
し
候
」。
３
７
万
部
突
破
の
『
本
能
寺
の
変　

４

３
１
年
目
の
真
実
』
の
著
者
、
明
智
憲
三
郎
が
さ
ら
な
る
歴
史
捜
査

を
通
じ
て
、
よ
り
解
り
易
く
「
本
能
寺
の
変
」
の
真
実
を
解
説
し
た

歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
！
「
ハ
ゲ
だ
か
ら
謀
反
っ
て
変
だ
！
」「
歴
史

の
流
れ
無
視
っ

て
変
だ
！
」「
信

長
の
油
断
っ
て

変
だ
！
」
等
々
、

ま
だ
あ
る
驚
愕

の
真
実
に
迫

る
！

　
「
あ
ん
た
は
社
会
に
と
っ
て
、
な
ん
の
役
に
も
立
っ
て
な
い
子
」

そ
う
言
わ
れ
て
育
っ
た
羽
猫
家
長
男
の
山
吹
。
だ
け
ど
彼
が
大
人

に
な
り
、
み
ん
な
の“
嘘”
が
解
か
れ
た
と
き
、
本
当
の
家
族
の
姿

が
見
え
て
く
る
。
今
大
注
目
の
作
家
寺
地
は
る
な
が
描
く
、
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た

家
族
小
説
。

こ
れ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
破

綻
し
た
嘘
を

つ
き
続
け
た

家
族
の
、
素

敵
な
物
語―

。

　

名
人
・
ク
イ
ー
ン
戦
予
選
、東
日
本
予
選
・
準
決
勝
。
千
早
は
強
豪
・

富
士
崎
の
山
城
理
音
と
、
太
一
は
須
藤
と
、
息
も
つ
け
ぬ
戦
い
を
繰

り
広
げ
る
。
不
運
が
重
な
り
形
勢
不
利
。
し
か
し
原
田
先
生
の
は
か

ら
い
で
新
の
西
日
本
予
選
突
破
を
知
っ
た
千
早
と
太
一
は
、
自
分
た

ち
の
か
る
た

を
思
い
出
す
。

運
命
を
引
き

寄
せ
ろ
。
一

枚
も
譲
れ
な

い
戦
い
が
こ

こ
に
あ
る―

　

パ
リ
の
蚤
の
市
で
宝
物
探
し
に
奔
走
し
、
モ
ロ
ッ
コ
で
は
夕
日
を

見
な
が
ら
屋
台
で
舌
鼓
。
旅
先
で
お
気
に
入
り
の
カ
フ
ェ
を
見
つ
け

て
は
、本
を
読
ん
だ
り
、手
紙
を
書
い
た
り
、あ
の
人
の
こ
と
を
思
っ

た
り
。年
末
に
帰
っ
て
き
た
自
宅
で
は
お
せ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
、

新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
る
。
ふ
と
す
る
と
忘
れ
が
ち
な
、

当
た
り
前
の

こ
と
を
丁
寧

に
す
る
幸
せ

を
綴
っ
た
大

人
気
日
記

エ
ッ
セ
イ
。

　

ど
こ
に
も
行
け
ず
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
こ
こ
ろ
の
目
の
前

で
、
あ
る
日
突
然
、
鏡
が
光
り
始
め
た
。
輝
く
鏡
を
く
ぐ
り
抜
け
た

先
の
世
界
に
は
、
似
た
境
遇
の
７
人
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
９
時
か

ら
１
７
時
ま

で
。
時
間
厳

守
の
そ
の
城

で
、
胸
に
秘

め
た
願
い
を

叶
え
る
た
め
、

７
人
は
隠
さ

れ
た
鍵
を
探

す―

新
刊
図
書
案
内　
　
　

  
 

開
館
時
間　

昼
休
み　

一
二
：
三
〇
～
一
三
：
〇
五

　
　
　
　
　
　

放
課
後(

火
・
木
・
金
）

　
　
　
　
　
　

一
五
：
一
〇
～
一
六
：
三
〇

　
　
　
　
　
　
　

行
事
等
の
場
合
は
休
館
し
ま
す
。

１３


